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1  はじめに 

  

論理的でわかりやすい文章を書く能力(以下，

文章作成能力)を獲得するには，作成した文章を

繰り返し推敲することが有効である[1]．自ら文

章を見直すと客観的に推敲を行うことが難しく，

他方，第三者に依頼すると，繰り返すことは難

しい．このような問題に対処する方法として，

コンピュータによる推敲支援の研究が行われて

いる[1][2][3][4]． 

筆者らは，文章校正手法[2]を実装した「校正

伝」と分かりにくい文の改善を支援する手法[1]

を実装したシステム「推敲伝」を開発した．こ

れらのシステムは，利用者の環境に依存せず使

えるように，Web アプリケーションとして構築し

ている．校正伝と推敲伝を 2 年次の学生実験に

供してきた．学生は，これらのシステムを利用

し，指摘を受けて実験レポートの文章を見直し，

修正する．実験レポートは Word で作成すること

を求めているため，学生はシステムに Word ファ

イルをアップロードし，指摘を受けて Word ファ

イル上で文章を修正する．修正した文章に対す

る指摘を得るためには，レポートを再アップロ

ードする必要があり，平均 1337 文字のレポート

に対し，平均 91.9 分の時間を修正に要している． 

推敲を繰り返すためには，指摘を受けるため

の作業にかかる時間や手間(以下，利用コスト)

を削減することが求められる． 

本研究では，校正伝と推敲伝から指摘を得ら

れ，それを参照しながら文章を修正し，一操作

で再度指摘を得ることのできるシステムを構築

し，利用コストを削減することを目的とする． 

 

2  関連研究 

 

 大野らは，テキストエディタ上で推敲支援を

受けながら文章を修正できる支援ツールを開発

した[5]．このツールでは，誤字脱字の指摘は表

示するが，係り受け関係に着目した指摘は，係

り受け関係を提示するのみで，文章作成能力が

低いと，間違いに気付くことが難しい．  

3  提案システム 

 

3.1  文章修正フォーム 

 図 1 に示す文章修正フォームは，「(1) エデ

ィットエリア」，「(2) 指摘エリア」，「(3) 

再添削ボタン」から成る．利用者が Word ファイ

ルをアップロードすると，エディットエリアに

Word ファイル内のテキストが挿入され，必須修

正個所を赤文字で，任意修正個所を緑文字で表

示する．指摘表示エリアは，エディットエリア

上の指摘がある文がクリックされた時，その文

の指摘文字，指摘理由，改善方法を表示する．

これらの機能より，指摘理由と改善方法を閲覧

しながら修正が可能である．さらに，再添削ボ

タンを押すことで，一操作で修正した文章に対

する指摘を得られる． 

 

3.2  機能構成 

 文章修正フォームを実現するための機能構成

を図 2 に示す．サーバには以下の機能を備える． 

(1) 指摘取得 

 校正伝と推敲伝から指摘結果を取得する． 

(2) 指摘解析 

 (2)で得られた指摘を解析し，図 3の形式

に統一する．文情報は，入力された文章の

何文目かを示す文番号，その文，その文に

対する複数の指摘情報を持ち，指摘情報は，

指摘対象文字列開始位置と文字数，必須修

正か否か，指摘理由，改善方法を持つ．  

(3) 指摘統合 

 複数の推敲支援システムから得られた指

摘を，文番号を元に統合する． 

 

 
図１ 文章修正フォーム 
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図 2 機能構成 

 

 
図 3 指摘情報の形式 

 

4  評価 

 

4.1  評価方法 

従来システムを用いた 2011 年度および提案シ

ステムを用いた 2012 年度の学生実験の第 1 回レ

ポートの利用ログそれぞれ 1781 件，2785 件を用

い，2 回以上利用した利用者の修正時間を分析し，

比較する．次に該当するデータは修正していな

いとみなし，修正時間の分析対象から除外した． 

(1) 修正時間が 3分未満のもの 

(2) 利用間隔が 100分以上のもの 

除外後のデータ件数は，それぞれ 1711 件，

2302 件で，利用者数は，それぞれ 114 名，98 名

である．修正時間とは，初めて指摘を得た時刻

から最後に指摘を得た時刻までの差である． 

 

4.2  評価結果 

 従来システムと提案システムの修正時間の分

布を図 4 に示す．図 4 は，横軸に修正時間を，

縦軸に人数を示している．修正時間の平均が

91.9 分から 19.8 分に減少している．また，t 検

定より，有意水準 0.05 で従来システムより提案

システムの方が有意であり，提案システムは有

効であるといえる． 

 
図 4 修正時間の分布 

 

5  考察 

 

システムの利用回数が一人あたり平均 14.8 回

から 23.7 回に増加した．一操作で修正した文章

に対する指摘を得られたことにより，文章修正

時間を短縮できるだけでなく，推敲支援を受け

やすくなったことで文章を推敲する回数が増え，

学生の文章作成能力の向上に寄与したと考える． 

 

6  おわりに 

  

 本稿では，2 つの推敲支援を受けられ，指摘を

参照しながら文章を修正できる文章修正環境を

構築し，その有効性を確認した．また，提案シ

ステムは，推敲作業に専念でき，即座に修正結

果の確認が行なえる環境を実現できたといえる．

今後，適合率が低い指摘および修正率が低い指

摘を分析し，指摘のアルゴリズムや指摘理由を

見直すことで，文章作成能力の向上を目指す． 
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